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広野中学校区実践研究中間発表会

１ 日 時 平成22年２月23日（火） 13:30～16:00

２ 会 場 〔公開授業〕

宇治市立大久保小学校、宇治市立大開小学校、宇治市立広野中学校

〔全体会〕

宇治市立大久保小学校（体育館）

３ 研究主題 「自分の気持ちや考えを伝え合うことができる児童生徒の育成」

～小・中学校の円滑な接続と一貫した指導を通して～

４ 公開授業

学年・組・場所 教 科 単 元 名 ・ 資 料 名 授 業 者

大 久 保 小 学 校 外国語活動 「いろいろな衣装を知ろう」 三 谷 武 史

５ 年 ３ 組 教 室 L a r r y L o m

大 久 保 小 学 校 理 科 「ものが燃えるとき」 森 光 志 朗

６ 年 ４ 組 教 室 東 準 子

大 開 小 学 校 算 数 「算数パスポート 図形」 稲 田 尚 美

６ 年 ２ 組 教 室 三 浦 知 恵 子

広 野 中 学 校 道 徳 「夢」 市 橋 公 也

体 育 館 社会人講師：吉川勝成(元オリックス投手) １ 年 生 学 年 教 師

５ 開会行事

（１）挨 拶 宇治市教育委員会教育長 石 田 肇

宇治市立大久保小学校長 米 田 康 郎

（２）日程説明

６ 全体会

（１）研究発表 「広中校区小中一貫教育校研究指定２年間のまとめ」

宇治市立大久保小学校主幹教諭 市 橋 公 也

宇治市立大開小学校教諭 信 太 義 光

宇治市立広野中学校教諭 小 林 哲 也

（２）指導講評 宇治市教育委員会小中一貫教育課指導主事 本 田 慶 裕

７ 閉会挨拶 宇治市立大開小学校長 加 賀 爪 毅



外国語活動学習指導案 

 
指導者   Ｔ１ 宇治市立大久保小学校   三谷  武史  

 Ｔ２ 宇治市教育委員会ＡＥＴ   Larry Lom  
 

１ 対 象  宇治市立大久保小学校 第５学年３組  男子１８名 女子１８名 計３６名  
 
２ 日 時  平成２２年２月２３日（火）第５校時  （１３：３５～１４：２０）  
 
３ 場 所  宇治市立大久保小学校 第５学年３組 教室  
 
４ 単 元  「いろいろな衣装を知ろう」（英語ノート１ Lesson５）  
 
５ 単元目標 ・世界の衣装に興味を持つ。    （言語や文化につての体験的な理解）  

 
・英語を使って、自分の欲しい物やその数を伝えることができる。  

（外国語の基本的な表現）  
・買物ごっこを通して、英語でコミュニケーションを楽しもうとする。  

（コミュニケーションへの関心・意欲・態度）  
 
６ 児童の実態  

これまでの外国語活動では、「世界の「こんにちは」を知ろう」でいろいろな国の挨拶を

紹介をしたり、“Hello song”を歌う活動に取り組んだりし、英語に対する興味を持つ児
童が増えてきた。また、二学期から、AET の Larry 先生の生の英語に慣れ親しめる環境に
なり、授業中や休み時間などにも英語を話したり、AET の発音や仕草をまねたりするなど、
英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ柔軟な適応力を示している。  

   しかし、一方で、子ども達の日頃の生活場面を見てみると、まだまだ自己中心的で相手

の気持ちを考えながらコミュニケーションをすることが苦手な児童が多い。そこで、外国

語活動の授業の中で、Larry 先生や担任、クラスの友達と、言語によるコミュニケーショ
ンはもちろんのこと、様々なジェスチャーや顔の表情を含めた非言語コミュニケーション

も駆使して、双方向に伝え合い、理解し合おうとする態度を育てていきたい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



７ 単元指導計画 （４時間）  
時  指導内容  学習活動  指導上の留意点  主な単語・会話文  
１  いろいろな

衣服  
世界には様々な衣服が

あることを知るととも

に、衣服の言い方を知

る。  

・写真などを使い、

視覚でも外国の文

化にふれさせる。

世界の衣装の呼び方  
Do you like blue? 
Yes. I do. 
No, I don’t. 
I don’t like blue. 

２  欲しいもの

は 何 で す

か？  

自分の意見をはっきり

と言うことの大切さに

気付くとともに、好きな

衣服を買う場面で使わ

れる表現（欲しい）を知

る。  

・ゲームを取り入れ

て楽しく親しませ

る。  
・自分のほしい物を

言えるようにさせ

る。  

What do you want? 
I want to ～  
～please. 

３  いくつ欲し

いですか？  
前時の復習をする。  
好きな衣服を買う場面

で使われる表現（数）を

知る。  

・自分のほしい物の

数をはっきり言え

るようにさせる。  
・ゲームを通して会

話の楽しさを味わ

わせる。  

How many ? 
One.two～please. 

４  
 

買物をしよ

う  
（本時）  
 
 

買物ごっこを通して、英

語でコミュニケーショ

ンを楽しむ。  

・ごっこ遊びを通し

て会話の楽しさを

味わわせる。  
・好みをはっきり言

ったり、相手が気

持ちよく買物がで

きるような声かけ

をするよう支援す

る。  

How are you? 
～，please. 
Here you are. 
Thank you. 
You’re welcome. 

 
８ 本時の目標（本時 ４／４）   

・買物の仕方に興味を持ち、買物に使う表現を知る。（外国語の基本的な表現）  
  ・買物ごっこを通して、英語でコミュニケーションを楽しもうとする。  

（コミュニケーションへの関心・意欲・態度）  
９ 授業改善の視点  
   ゲームや歌を楽しむ活動を入れることによって、コミュニケーション能力を     

高める。  
10 小中一貫教育の視点  
   本時は、買物ごっこを通して、担任、AET、クラスの友達に英語で伝え合う活動を実施

する。このような活動を通して、小学校の外国語活動のねらいである「他者を理解し、自

分を表現する」コミュニケーション能力を育てていくことが、中学校の学習指導要領で目

標としているところのコミュニケーション能力の向上にもつながるものと考える。  
また、外国語活動の楽しさを十分に味わわせることで、中学校１年生での教科としての

外国語にも興味を持ち、スムーズに入っていけるようにつなげていきたい。  



11 本時の展開  
指導者の働きかけ  過  

 
程  

 
学習活動  

 

 
形態  

Ｔ１  Ｔ２  

教材・  
 

教具等  

 
評価  

 
導  
入  

① AET と挨拶をす

る。  
 
 

一斉  
 
 
 

児童に日本語で声

掛けをする。  
 
 

Cheerfully greet 
the students. 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
展  
 
 
 
 
開  
 
 
 
 
 
 

②買物をする品物の

言い方を復習する。  
 
 
③数（１～１０）の言

い方を復習しなが

ら、数の言い方を知

る。  
 
④買物ごっこのせり

ふの練習をする。  
 
⑤隣同士ペアになっ

て練習をする。  
 
 
 
⑥買物ごっこをする。

全体を店と客の２グ

ループに分け、買物

ごっこをし、途中で

役割を交代する。  

一斉  
 
 
 
一斉  
 
 
 
 
一斉  
 
 
ペア  
 
 
 
 
一斉  
 
 

児童に発音するタ

イミングを合わせ

るように支援する。

 
児童に発音するタ

イミングを合わせ

るように支援する。

 
 
AET とデモストレ

ーションをする。  
 
客と店員になった

つもりでそれぞれ

のせりふを言って

みるよう指示する。

 
好みをはっきり言

ったり、相手が気持

ちよく買物ができ

るような声かけを

するように支援す

る。  
児童と一緒に買物

ごっこを楽しむ。  
 

Pronunciation 
 
 
 
One.two～please. 
 
 
 
 
Demonstrate with 
the HRT. 
 
 
 
 
 
 
Enjoy the game 
with the students. 

 

カード  
 
 
 
カード  
 
 
 
 
カード  
 
 
品物  
カード  
 
 
 
品物  
カード  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

買 物 に 使 う

表 現 を 使 え

る（表現）  

＜行動観察＞  

 
買 物 ご っ こ

を 通 し て 英

語 で コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ

ン を 楽 し ん

でいる  

（関心・意欲・

態度）  

＜行動観察＞  

 
ま  
と

め  

⑦今日の活動を振り

返りシートに記入す

る。  
 
⑧HRT･AET と終わ
りの挨拶をする。  

個人  
 
 
 
一斉  

児童の英語を使お

うとする態度面に

ついて良かったと

ころを話す。  
児童に今日の学習

内容を振り返えら

せる。  
 

 
 
 
 
Cheerfully greet 
the students. 

振り返

りシー

ト  

 

 



英語振り返りシート 

 月  日（ ）              

今日の勉強（どんなことをやったかなぁ？） 

 

 

感想（楽しかったこと、むずかしかったこと、おもしろかった、気が付いたことなど） 

 

 

 

 月  日（ ）              

今日の勉強（どんなことをやったかなぁ？） 

 

 

感想（楽しかったこと、むずかしかったこと、おもしろかった、気が付いたことなど） 

 

 

 



理科学習指導案
指導者 Ｔ１ 宇治市立広野中学校 森 光志朗

Ｔ２ 宇治市立大久保小学校 東 準子

１ 対 象 宇治市立大久保小学校 第６学年４組 男子１５名 女子１８名 計３３名

２ 日 時 平成２２年２月２３日（火） 第５校時 （１３：３５～１４：２０）

３ 場 所 宇治市立大久保小学校 理科室

４ 単 元 ものが燃えるとき

５ 児童の実態

６年の児童は、これまで「科学の目」をキーワードに、様々な事象について、探究活動を行

ってきた 「なぜ？」を出発点に、じっくりと観ることで課題解決のヒントをつかみ、友だち。

と意見を交流する中で、ものの仕組みや変化の決まりを学び取ってきた。

また、児童が素直に課題に対して疑問を持ち、観察・実験結果に驚きをもって取り組めるよ

うに、教科書は単元が終わるまで見せないようにしている。そして授業はワークシートに沿っ

て課題を明らかにし、予想→予想した理由→実験→結果→考察の順に学習を進めてきた。

こうした中で、児童は、発見の楽しさや探究の面白さを実感し、進んで観察や実験を行うよ

うになり、友だちの意見にも耳を傾けるようになってきた。しかし、積極的に自分の意見を言

える児童が少なく、ワークシートに記入してから発表させるなど、積極的に自分の意見を言え

るよう工夫も行ってきた。

本単元では、児童が既習の知識や概念、実験方法などを活用し、主体的に学習課題を解決す

ることができるよう指導計画を立てた。

、「 、 」 。 、本時では 上下 どちらのろうそくが先に消えるか という課題を提起する この課題は

既習の知識や生活経験をもとに、自由に理由付けながら予想しやすい課題だと思われるので、

その予想をもとに 「自ら調べてみたい」という意欲をかきたて、ものが燃えるときの空気の、

流れをより深く理解することができればと考えている。

６ 単元目標

・ものの燃え方に興味をもち、燃焼のしくみについて調べようとする。

（自然事象への関心・意欲・態度）

・ものが燃え続ける条件や、燃えるときに増減する気体のはたらきを考えることができる。

（科学的な思考）

・ものが燃えるときの空気の流れや、燃える前後の空気の変化を調べ、記録することができ

る。 （観察・実験の技能・表現）

・燃焼のしくみについて理解することができる。 （自然事象についての知識・理解）

７ 単元指導計画

次 時 指導内容 学習活動

一 木切れを燃やそう 木切れを実際に燃やしてみる。1

木切れをもっとよく燃やそう 木切れをよく燃やすには、どうすればよ2

いか考えて、調べてみる。

二 ものを燃やすために① 缶の下の方に穴を開けるとよく燃えるの3

はどうしてか、考える。

ものを燃やすために② ものの燃え方と空気の流れを、線香のけ4

むりで調べてみる。



三 空気の成分と変化① ものが燃える前の空気と燃えた後の空気の違5

いを、気体検知管を使って調べてみる。

空気の成分と変化② 酸素や二酸化炭素、窒素の中で線香を燃やす6

とどうなるか調べてみる。

違う方法で確かめよう 石灰水を使って、ものが燃える前後の空7

気の違いを調べてみる。

四 学習したことをまとめよう 燃え続ける条件、酸素が使われ二酸化炭素が8

できる、酸素のはたらきなどをまとめる。

五 発展的内容にチャレンジしよう ものが燃えるときの空気の流れを、理由を付9

（本時） けて考えた後、調べてみる。

８ 本時の目標（本時９／９）

・上下どちらのろうそくが先に消えるか、理由を付けて説明することができる。

（科学的な思考）

・上下どちらのろうそくが先に消えるか、調べて記録することができる。

（観察・実験の技能・表現）

９ 授業改善の視点

・既習の知識や生活経験をもとに、課題に対しての予想や理由を話し合わせることで、児童の

持っている考えをより深いものにする。

・ろうそくが上からも下からも消える現象を示すことで 「なぜ、そうなるのか」という児童、

の興味・関心を高める。

１０小中一貫教育の視点

・ 自分の考えを持つ」→「他の人に伝える」→「友だちの意見を聞いて、考えを深める」と「

いった手立てを通して 「自分の気持ちや考えを伝え合うことができる児童生徒の育成」を、

図る。

・ 温められた空気（二酸化炭素を含む）は上昇する」性質と「二酸化炭素は空気より重いの「

で下降する」性質は、中学校の「いろいろな気体の性質」や「密度」などの学習につながっ

ていることに留意して指導する。

１１本時の展開

過 指導 指導上の留意点 教材・ 評価
指導内容 主な学習活動 (評価観点)

程 形態 Ｔ１ Ｔ２ 教具等 <評価方法>

容器･フタ･既習事項 一斉 ものが燃え続ける条 ・各実験台の ・机間指導

ろうそく ･導 の確認 件、燃えるとき酸素 前の方に座 し、集中

燃焼さじ ･入 が使われ二酸化炭素 らせる。 を促す。

ガスマッチができることなどを

･２段にし思い出す。

た燃焼さじ

、 。本時の課 一斉 課題 めあてを知る

題、めあ

ての提示
閉め切った容器の中で、上にあるろうそくと下にあるろうそくを燃

やすと、どちらのろうそくが先に消えるだろうか。



・ワークシ各自で結 個別 既習の知識や生活経 ・机間指導し ・机間指導

ート 上下どちらの果を予想 験などから理由を付 ながら、児 し、児童

ろうそくが先させる。 けて予想し、ワーク 童の状況を の理解度

に消えるか、シートに記入する。 把握する。 に応じて

調べて記録す既習の知

ることができ識を思い

たか （技能出させる。 。

・表現）＜ワ展 各自の予 一斉 自分の考えを理由を ・意見が出に ・挙手を促

ークシート＞開 想をもと 付けて発表する。 くいような す。

…実験中にに話し合 グル らグループ A

気付いたことわせる。 ープ 討議を行わ

なども記録させる。

れている。個別 みんなの意見を聞い ・初めに書い

…板書内容て、最終的な判断を た予想は消 C

を写すよう指記入する。 させないよ

示する。うにする。

上下どちらの実験を行 グル ２本のろうそくを使 ・各実験台の ・児童の安

ろうそくが先わせる ープ って、実験する。 後ろの方で 全に配慮

に消えるか、実験するよ する。

理由とともにう指示する。

説明すること個別 結果から分かること ・正確に実験

ができたか。をワークシートに記 ができるよ

(思考)入する。 う、火をつ

<発表・ワーけないで練

クシート>習させる。

…既習の知結果、考 一斉 ワークシートに記入 ・予想との関 ・全員を前 A

識や生活経験察につい した内容をもとに発 係、整理を の机に移

を活用して、て話し合 表する。 行う。 動させる。

複数の視点かわせる

ら理由付けが演示実験 一斉 演示実験を見る。 ・実験後の容 ・演示実験

できている。ま を行う。 器に燃えた の補助を

…既習の知と ろうそくを する。 C

識や生活経験め 入れる実験

を思い出すよを演示する。

う支援する。本時のま 個別 ワークシートに「感 ・本時の学習 ・机間指導

とめを行 想」を記入する。 で気付いた し、記入

う。 ことや驚い が遅い児

たことも記 童を支援

入するよう する。

促す。



（ ） （ ）６年 理科 ものが燃えるときWS 「 」 ６年 組

閉め切った容器の中で、上にあるろうそくと下にあるろうそくを燃やすと、どちらの

ろうそくが先に消えるだろうか。

＜予想＞

＜理由＞（習った知識や生活経験などから）

＜みんなの意見を聞いて＞

＜結果＞

＜結果から分かること＞

＜感想＞（疑問に思ったことや、さらに調べてみたいことなど）



算数科学習指導案 
 

指導者 Ｔ１ 宇治市立広野中学校 稲田  尚美 

    Ｔ２ 宇治市立大開小学校 三浦知恵子 

 

１ 対象  宇治市立大開小学校   第６学年２組 男子 １５名  女子 １３名 計 ２８名 

２ 日時  平成２２年 ２月２３日（火） 第５校時 （１３：３５～１４：２０） 

３ 場所  宇治市立大開小学校 ランチルーム 

４ 単元  算数パスポート （６年のまとめ） 

５ 児童生徒の実態 

  本学級は、真面目に学習に取り組み、活発に発言をする児童が多い。しかし、おとなしく発言の

少ない児童もいる。考えを持ちながら発表に自信がない児童には、励ましの言葉かけで発言を促し

ていきたい。また図形領域では、興味をいだいているが作図を苦手とする児童も多いので、一人一

人にていねいに関わり、つまずきを発見しそれに対する支援を行いたい。 

６ 単元目標 

   ６年生までの既習問題を復習し、定着を図る。 

７ 単元指導計画（全１５時間） 

次 時 指導内容 学習活動 

1 整数、分数、小数 

 

数直線を読み取る。整数と小数の相互関係を理解する。

倍数・約数を理解する。 

2 小数と分数の相互関係 小数と分数の意味とその構造・相互関係を理解する。 

一 

3 量と単位の相互関係 いろいろな単位の相互関係を理解する。 

4 加減乗除の計算 小数・分数を含む加減乗除の計算の決まりを復習する。

割り算の様々な答えの出し方や四捨五入を復習する。 

5 計算のきまりを使った計算の工夫 計算の決まりを利用し計算しやすいように工夫する。 

二 

6 概数の計算、答えの見積もり 概数の計算や答えの見積もりを行う。 

7 作図や角度のまとめ（本時） 平行、三角形や四角形の意味とその作図の仕方を復習す

る。 

8 面積の求め方のまとめ 面積の求め方を復習する。 

三 

9 体積の求め方のまとめ 体積の求め方を復習する。 

10 式の使い方のまとめ 文章を読んで式を立てる。 

11 割合と比のまとめ 割合と比の意味を復習する。 

12 単位量あたりと速さ 単位量あたりや速さの意味・計算方法を復習する。 

四 

13 ともなって変わる量のまとめ 比例の概念に触れる。 

五 14 

15 

いろいろな考え方を使って問題を

解決させる。 

いろいろな考え方を使って問題を解く。 

 

８ 本時の目標 （本時 ７／１５） 

・正三角形や平行四辺形のかき方が分かり、すばやく正確にかくことができる。（表現・処理） 

・平面図形の角度の求め方を理解する。（知識・理解） 

９ 授業改善の視点 

本時では答えを導いていく過程を大切にし、児童らが筋道を立てて説明できるように心がける。

そのために次の点に留意する。 

・ 作図の復習では方法を理解し作図を行うだけではなく、作図方法を説明し伝えあう場面を作る。 

・ 角度の復習では角度を求めるだけではなく、どうしてそうなるのかの理由を個々に記述し、発

表する場面を作る。 

・ 小学校での既習内容を使い角度を求めていく中で、対頂角の性質（中学校で学習）についても

気付かせる。 



10 小中一貫教育の視点  
 

小学校から中学校にかけて児童生徒が意欲的に算数・数学を学んでいくためには、両校の教師が

小学校や中学校での指導方法や児童生徒の実態、つまずきやすい点を十分に把握し、それを小学校

や中学校での指導に生かしていくことが大切である。そして、小学校の算数の延長線上に中学校の

数学があることに気付かせなければならない。また、具体的なことがらを扱う算数から抽象的なこ

とがらを扱うことが多くなる数学への橋渡しとして、６年生児童には抽象化への基礎として算数の

定着を図ることが大切である。 

 

本時の授業では特に以下の３点を意識した授業を行う。 

 

・ 正三角形の作図の復習では中学１年で学習する作図を視野に入れ、コンパスの使い方やコンパ

スの使用目的を復習し確認をする。 

・ 角度を求める学習では、内角の和と直線が 180°であることを復習し、それを利用し平行四辺形

の角度を求める。その中でどのように角度を求めたかを児童が説明する場面を作ることで、中

学２年の「図形の調べ方」で学ぶ、論理的な証明を意識した授業展開を行う。 

・ 交わった２本の直線のなす角度を求める中で、児童がすでに学んだことから対頂角の性質に気

付かせ、中学校での学習内容に興味を持たせる。 

 

11 本時の展開（７/１５） 

指導上の留意点 過 

 

程 

 

指導内容 

指導 

 

形態 

 

主な学習活動 
Ｔ１ Ｔ２ 

教材・ 

教具等 

評価 

（評価観点） 

＜評価方法＞ 

 

導

入 

 

本時のめ

あての確

認 

一斉 教師の話を聞く。 

 

 

本時の目標を伝え

る。 

集中して話

が聞けるよ

うにする。 

 

 

  

 

 

展 

 

開 

 

１ 

正三角形

と平行四

辺形の作

図 

 

 

 

 

 

 

 

答え合わ

せ 

個別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

正三角形の作図と

平行四辺形の作図

をする。 

早く終わった児童

は周りの児童に教

える。 

また、他の作図方法

を考えてみる。 

 

 

 

白板に作図をする。

作図方法を説明す

る。 

 

 

机間指導をしなが

ら早くかき終わっ

た代表児童に白板

での作図を促す。

 

 

 

 

 

 

 

作図の解説。この

ときにコンパス・

分度器の使い方を

復習する。 

正三角形や平行四

辺形の定義や性質

の復習を行う。 

 

 

作図方法を

忘れている

児童にコン

パスや分度

器の使い方

を教え一緒

に作図をす

る。 

白板での作

図を援助す

る。 

発言しやす

い雰囲気を

作る。 

 

コ ン パ

ス･分度

器･三角

定規･定

規 

正三角形や平行四

辺形のかき方が分

かり、すばやく正

確にかくことがで

きる（表現・処理）

＜観察＞ 

Ａ：コンパスや分

度器の使い方を理

解し、かくことが

できる。 

 

Ｃ：コンパスや分

度器の使い方を支

援する。 



 

 

展 

 

開 

 

２ 

平行四辺

形の角度

を求める 

 

 

 

答え合わ

せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平行四辺形の角度

を求める。早く終わ

った児童は周りの

児童に教える。 

 

 

角度の求め方を発

表する。 

 

 

三角形の内角の和

や平行四辺形の性

質を利用すること

を助言する。 

 

 

三角形の内角の和

や平行四辺形の性

質を復習する。 

 

他の求め方がない

か考えるように、

促す。 

（同位角の考え方

を使って求める方

法に気が付かなけ

れば教師が説明）

 

 

今までの学

習内容を思

い出せるよ

う個別指導

する。 

 

いろいろな

意見を認め

児童どうし

が学び合え

るような雰

囲気をつく

る。 

 

躊躇してい

る児童に発

言を促す。 

 

 

 

展 

 

開 

 

３ 

対頂角の

説明 

一斉 対頂角の関係にあ

る角度を計算して

求める。 

 

気が付いたことを

発表する。 

 

 

三角定規で確認す

る。 

 

 

 

自分で適当に引い

た線でも対頂角は

等しくなることを

確認する。 

角度を求めていく

と、対頂角の関係

にある角度が等し

くなることを児童

に気付かせる。 

 

 

 

計算だけではなく

三角定規を使い確

認する。 

 

 

どんな線でもそう

なるのか確認す

る。 

 

対頂角の概念に触

れる。 

 

机間指導を

行 い な が

ら、児童の

気付きに共

感し、児童

の意欲を高

め発言を促

す。 

 

中学校での

学習に興味

が持てるよ

う個別指導

する。 

三 角 定

規･分度

器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

角度の求め方を理

解できる 

（知識・理解） 

＜発表・ワークシ

ート＞ 

 

Ａ：根拠を持って

角度の求める方を

説明できる。 

 

Ｃ：内角の和が

180°であるとい

うことをもとにし

て考えるように促

す。 

 

ま

と

め 

本時のま

とめを行

う。 

一斉 プリントや白板を

みて復習する。 

正三角形と平行四

辺形の作図方法、

平行四辺形の角度

を求める方法をま

とめる。 

 

集中して話

が聞ける雰

囲気をつく

る。 

  

 





道徳学習指導案

指導者 Ｔ１ 宇治市立大久保小学校 市橋 公也

Ｔ２ 宇治市立広野中学校 第１学年教員

１ 対 象 宇治市立広野中学校 第１学年 男子１００名 女子１００名 計２００名

２ 日 時 平成２２年２月２３日（火） 第５校時（１３：３０～１４：２０）

３ 場 所 宇治市立広野中学校 体育館

４ 主題名・資料名 「夢」（内容項目１－（２）希望・勇気・強い意志）

＜吉川勝成氏（元プロ野球投手）を迎えて＞

５ 生徒の実態

２学期に、主題名「友情・信頼」（内容項目２－（３））・資料名「絆」（２００

８箱根駅伝）の学年道徳を対象生徒に実施した。体育館での初対面の教師の授業は、

緊張感や新鮮さも手伝ったのか、聞く態度もよく、眼差しを指導者に向け、真剣な様

子であった。ただし、質問・意見等の反応は少なく、小学校のように子どもの意見の

絡みで展開していく授業を試すのは難しかった。ところが、教室での事後指導のワー

クシートを見ると、どれもしっかり書けていて、実践への決意が感じられるものが多

かった。小・中学校の児童生徒の実態の違いを垣間見るとともに、「書く」表現力を

生かすことが有効である実態が伺えた。

６ 本時の目標 （本時 １／１）

目標を立て、くじけずに希望をもって取り組み、理想に向かって前進していく心情

を育てる。

７ 授業改善の視点 ＜生徒が感動を覚えるような魅力的な教材の提示＞

小学校での道徳教材開発の手法を取り入れた授業を行う。ゲストティーチャーと恩

師である小学校教員との対談という新鮮な形式から「主題」が生徒の心に響く道徳授

業を行う。また、体育館で学年合同授業を行うことが、一体感や生徒相互の刺激の中

での道徳性の育成等の効果をもたらすと考える。

８ 小中一貫教育の視点 ＜夢や希望をもち、自己の生き方を考える児童生徒の育成＞

義務教育９年間を一貫して、「自己の生き方を追究する力」を育成していく。

前期（１～４年） 中期（５～７年） 後期（８～９年）

自分のよさに気付く 自己の可能性を追究する これからの生き方を探る

身のまわりの自然・もの 他者のすばらしさを認 自分の適性・個性を理解

・社会にふれ、やりたい め、自分の可能性・価値 し、進路選択に生かす。

ことを見付ける。 観について考える。

中期から後期への過渡期である生徒に、インパクトのある教材を投げ掛けることに

よって、本格的に「自分さがし」に旅立たせる。



９ 本時の展開

過 形 主な発問 指導上の留意事項
学習活動 資料・評価等

程 態 予想される生徒の反応 Ｔ１ Ｔ２

１ 本時のめあてを ・めあて、Ｔ１ パワーポイン

導 知る。 (2分) 一 を紹介する。 ト・ＤＶＤ

２ 講師について知 T1吉川勝成さんを知っている ・ＤＶＤで講師 ＊講師への意

入 る。 (3分) 斉 か。 紹介をする。 識の高まり

Ｃ知らない。

展 ３ 講師とＴ１の対 T1吉川さんの少年時代の夢は ・パワーポイン ・対談に集中さ 資料「元プロ

談を聞く。(25分) 何だったのだろう。 トやＤＶＤを せる。 野球投手吉川

開 交え、対談に 勝成氏との対

一 T1夢に向かって、どんな努力 集中する雰囲 談」ＢＧＭ・

・ をしたのだろう。 気をつくる。 パワーポイン

斉 ト・ＤＶＤ

前 T1プロ野球での９年間を振り ・生徒からの質

返って、今思うことは何だ 問を適宜受け ＊資料理解へ

段 ろう。 る。 の集中

展 ４ 講師の考え方に T2吉川さんから学んだことを ・講師をいった ・地元の先輩の ＊ねらいとす

学び、自分を振り 考えてみよう。 ん退場させ、 経験であるこ る価値の把

開 返る。 (10分) 実技に備えさ とを強調し、 握

一 T2印象に残ったこと、共感し せる。 自分を振り返

・ たことはどんなことか。 らせる。 ＊自らの生活

斉 Ｃ今から夢を持つこと。 ・数人に発言さ の振り返り

後 Ｃ夢に向かって努力するこ せる。

と。 ・事後にＷＳに ＷＳ（ワーク

段 Ｃ夢をあきらめないこと。 書くことを知 シート）

らせる。

５ 講師の実技を見 T1最後に、投球を見よう。 ・再登場後の講 ・投球を見る隊 ＢＧＭ・防球

る。 (7分) Ｃ実際の投球を興味深げに見 師の投球に合 形に変え、集 ネット

る。 わせ、アナウ 中させる。

ンスをする。

終 ６ 指導者のまとめ 一 1中２への進級に際し、講師 ・夢をもつこと ＊実践へのそT
を聞く。 (2分) のように、自分の適性や個 の大切さ、実 っとした決

末 斉 性に合った夢を抱き、夢に 現に向けて努 意

向かって前進していこう。 力することの

すばらしさを

確認する。

７ 学習の振り返り T2集中した態度だった。 ・意欲的な態度 ＊講師への感

をする。 (1分) 2講師に感謝しよう。 を評価する。 謝T



学年道徳「夢」 ワークシート
平成２２年２月２３日（火）

宇治市立広野中学校 １年（ ）組

氏名（ ）

１．吉川さんの「経験談」を聞いて…

● 印象に残ったこと、共感したことはどんなことか。

● 自分にとっての「夢」とは？

● 「夢」に向かってどうするか。

２．今日の授業の感想を書こう。




